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１．研究計画の概要 
 
本研究では将来期待される脳シミュレータ
の実現のためにその構成要素となるべきニ
ューロンの数理的モデルを構築することを
目的として実験との対応，モデル化，解析ツ
ールの提供という点に焦点を絞って取り組
んでいる． 
 
２．研究の進捗状況 
 
きわめて順調に進展していると考えている．
脳シミュレータの基本素子であるニューロ
ンモデルに関しては国際コンペにおいて優
勝し，データ解析理論は国際的にも注目を集
めている． 
 
３． 現在までの達成度 
 
①当初の計画より進展している（理由）ニュ
ーロンモデルは国際コンペの優勝を通して
データ予測能力が極めて高いことが明らか
になった．またデータ解析理論は論文発表し
た段階からダウンロード件数も非常に高く，
国際会議での招待講演も増えている． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
国際的ネットワークの中で共同研究を推進
する． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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